
同調的音声対話システムの開発 
 

柏岡秀紀  翠 輝久  大竹清敬  堀 智織  中村 哲 
NICT MASTARプロジェクト/ATR SLC 

{hideki.kashioka, teruhisa.misu, kiyonori.ohtake, chiori.hori, satoshi.nakamura}＠{nict.go.jp, atr.jp} 

 
1. はじめに  
様々な情報がネットワーク上に溢れ，携帯電話を

はじめとするモバイル機器などによるネットワーク

アクセスが容易になり，様々な環境で利用可能にな

りつつある．現在，多種多様な情報を提供する端末

とのコミュニケーションは，キーボード，タッチパ

ネル等を利用した入力とディスプレイへの情報の表

示が，主な入出力を担うインターフェイスである．

これらの入出力だけでは，多様な利用者の千差万別

の要求を満たすための情報端末とのインターフェイ

スとしては不十分であり，大きな障害となっている．

我々は，いつでもどこでも誰とでもコミュニケーシ

ョンを行える基盤技術の一つとして，人間の最も自

然なインターフェイスの一つである音声を中心とし

た同調的対話の実現を目指し，京都観光案内を対象

に音声対話システムのプロトタイプを構築している．

開発中のプロトタイプシステムは，1)音声を中心と
した入出力機構，2)対話制御機構，3)多様な情報へ
のアクセス機構，という主に３つの機構から構成さ

れるシステムと捉えられる．実際に構築しているシ

ステムには，可搬型の機能を重視したシステム（可

搬型システム）と音声以外のインターフェイスとの

統合を重視したシステム（大画面ディスプレイ対話

システム）との 2つのシステムを構築している． 
また，これら対話システムの構築のために，対象

となる対話のデータ収録を行っている．収録したデ

ータを利用し，対話の状態遷移を学習することで対

話制御を行う機構の構築を試みる．タスクとしては，

一日の京都観光の計画立案とし，適切な対話戦略を

学習するため，実際に観光業務を行っているプロの

ガイドと利用者である観光旅行者との対話を複数の

環境で収録している．本稿では，我々の目標として

いる同調的対話について考察を加え，現在構築して

いるプロトタイプシステムについて，可搬型対話シ

ステム，および大画面ディスプレイ対話システムの

概要について述べるとともに，収録している京都観

光案内対話コーパスについて紹介する． 
 

2. プロトタイプシステム  
現在開発しているプロトタイプシステムの概略を

図 1に示す．中の対話制御部と書かれている対話制
御機構，その左側の音声を中心とした入出力機構，

右側の多様な情報へのアクセス機構から構成されて

いる．プロトタイプシステムは，音声を中心とした

インターフェイスによる対話システムとして開発し

ている．基本機能には，画像などの音声以外のイン

ターフェイスによる入出力に対応できるシステム構

成となっている．また，京都観光案内をタスクとし

ていることから，システムの知識として，Wikipedia
に含まれる京都に関するページをあらかじめ DB化
し，知識源の一つとして処理できるようにしている．

さらに，一般のWeb Pageの信憑性・信頼性を示す
検索機構である WISDOM[1]を用いて Blogや SNS
などに書き込まれている評判情報を利用できるよう

にしている．旅行者の発話から抽出される検索キー

ワードに関連するキーワードの連想検索も，京都検

定に関するテキストを利用し実現している．この検

索された連想キーワード列をリストとして表示する

ことにより，普段，意識しないキーワードや，思い

もよらぬキーワードを見いだすことができ，対話に

おける話題の広がりを得ることができる．あらかじ

め DB化した情報や評判情報以外の情報に関しては，
一般的な WEB 検索を利用し，システムから何らか
の情報を利用者に提供できるように設計した． 

図  1 対話システム概略  
 
システムを開発するにあたり，タスクは，京都観

光に関する対話を取り上げた．現在のプロトタイプ

システムは，履歴の管理を行いつつ基本的には一問
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一答を行うものとなっている．しかしながら，観光

計画の立案には，様々な知識処理や多様な対話行為

を実現する基本的なシナリオの組み合わせによる状

態遷移を制御する必要がある．このような制御機構

を実現するため，図 2に示す対話制御部を現在構築
中である[2]．この図に示される“シナリオ”を重み
付 き 有 限 状 態 ト ラ ン ス デ ュ ー サ (Weighted 
Finite-State Transducer: WFST)により記述し，シ
ステムの内部状態と入力信号による状態遷移によっ

て対話を制御する． 

 
図  2 対話制御機部  

 
実際には，以下の２つのタイプの対話システムを

構築している． 
1. 可搬型システム 

小型で持ち運びできるシステムであり，主と

して音声によるインターフェイスを実現し

ている． 
2. 大画面ディスプレイ対話システム 

多様な利用者の発信している情報を利用し，

音声以外の入出力情報を統合することを目

的とした対話システムである．  
2.1. 可搬型システム  

VAIO-U を利用したシステムであり(図 3)，シス
テムへの入力は音声を主としたもので，ディスプレ

イへの出力および音声による応答により対話を実現

する．音声入力は，Push-To-Talkのスタイルを利用
している．システムからの情報提示に利用している

画面情報は，画面左側に上から，利用者の発話に含

まれていた検索キーワードおよびシステムの発話内

容，検索キーワードから連想される連想キーワード

列，評判情報がそれぞれ表示される．画面右側では，

検索キーワードによって検索された WEB-Page を
表示している．対話の履歴を管理することで，一部，

検索の絞り込みをおこなっている．発話に含まれる

検索キーワードに，事前に準備された DBの主要キ
ーワードが含まれていなければ，それまでの主要キ

ーワードを引き継ぎ，検索を行うようにしている．

より適切な検索キーワードの管理を行うには，基本

シナリオに従ったキーワード等の対話状況の管理が

必要である．現在開発中の対話制御機構においては，

WFST の状態に応じたキーワードの管理が実現で
きると考えている． 

 
図  3 可搬型システム  

 

 
図  4 大画面ディスプレイ対話システム  

 
2.2.  大画面ディスプレイ対話システム  
大画面ディスプレイ対話システムでは，52インチ
大型ディスプレイを使用し，ディスプレイの左右お

よび下部に計 3台のカメラを設置し，正面に立った
利用者を捉え顔や視線の方向を推定し，その情報を

対話制御に利用している(図 4)．また，利用者に画
面上の注目すべき場所を明示しシステムとの対話を

より円滑に進めることを目的としてガイドエージェ

ントを表示し，お辞儀などのいくつかの動作をさせ

ている．顔向き・視線の情報により，利用者が表示
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画面のどの部分に興味を持っているかを判断し，一

定時間以上注視しているようであればシステムから

注視している画面に表示されている情報の詳細な情

報を画面に表示し，詳細な説明を必要とするかを音

声により問いかけるようにしている．音声入力には，

ディスプレイ上部の指向性マイクを利用している． 
 
3. 同調的対話  
対話システムには，テキストでチャットするよう

な対話システムや，音声入出力による音声対話シス

テムが考えられる．音声対話システムでは，入力さ

れた音声発話を理解し，システムが適切に応答する

ことが期待される[3]．しかし，現実の対話では，音
声のみの入力で円滑に自然な対話が行われているの

ではない．様々な情報に反応することで，各話者が

相互に理解しあい対話が成立する．ここでは，各話

者が積極的に対話しようとする状況での対話を，特

に同調的対話と呼ぶ．このような状況では，より円

滑な対話が成り立つと考えられる．ここで考えられ

る同調性は，多様な側面を持っている．相槌や身振

りなどによる対話の自然さもその一面として捉える

ことができる[4,5]．このような同調性をいくつかの
側面で分けると，以下のようなものが考えられる． 

 動作タイミングによる同調性 
「相槌」や「うなずき」，発話のオーバラッ

プなどに見られる同調性 
 表層表現による同調性 

相手に応じて表現（言葉）をかえることや表

現のくだけ方がかわるなどの同調性 
 対話制御(戦略)による同調性 

提示する情報の内容と順序などによる同調

性 
 信念共有による同調性 

共有知識，信頼性などによる同調性 
これらの同調性は，互いに独立なものではなく，

相互に複雑に関連している．また，いずれかの同調

性が満たされたからといって，対話全体が円滑に自

然になるものでもない．個々の特徴的な同調性を特

定の状況下で実現し，統合的な処理機構を対話制御

として行うことで，人同士の同調的な対話の一部を

システムとの対話で模倣することが可能と考える． 
 

4. コーパス収集  
京都観光案内対話コーパスは，京都観光案内のエ

キスパートガイド 3名(男性 1名，女性 2名)が模擬
旅行者に対して京都市内一日観光の計画立案を行う

2者による対話である[6]．現在までに，対面での対
話，非対面での対話，Wizard of Oz(WOZ)形式での

対話を収録している．1対話は約 30分である． 
対面での対話では，ガイドが，ガイド自身の持つ

知識，準備されているガイドブック，地図，WEB
上の情報を利用し，旅行者に対して情報を提供，一

日の旅程を作成していったものである．ガイドは，

ヘッドセットマイクを使用し音声を収録していた．

旅行者は，スタンドマイクあるいはヘッドセットマ

イクのいずれかを用いて音声を収録している． 旅行
者は，20歳代から 50歳代の 114名(男性 57名，女
性 57名)を対象として収録した． 
非対面での対話では，ガイドと旅行者の間での情

報の授受は，音声およびディスプレイ上の表示に限

定されている．音声は，ガイド，旅行者ともに，ヘ

ッドセットマイクを使用して収録した．非対面の対

話では，対面対話の収録に参加したガイド 1名(女性)
に限定して収録した．旅行者は，20名を対象として
おり，収録時間は約 10時間となる． 

 
図  5 WOZ 収録システム画面  

 
WOZ 形式での対話では，旅行者に情報を提示す

るディスプレイ上に，ガイドエージェントを表示し

た場合と表示しない場合の対話を収録している．ガ

イドエージェントを表示した画面のサンプルを図 
5に示す．旅行者は，表示／非表示のときともに 20
名を対象としている．非対面同様，収録時間は，表

示／非表示，各々約 10時間となる．WOZ形式での
収録では，システム側に，ガイド，およびタイピス

トを用いて収録した．システムの発話は，一旦ガイ

ドが発話したものをタイピストがテキストとして入

力し，その入力テキストを音声合成したものである．

定型的な応答に関しては，ショートカットキーを定

義し，比較的早く応答できるように工夫している．

しかし，ガイドが直接応答している対話に比べ，シ

ステムの応答までに時間がかかっている． 
現在，これらデータの書き起しデータに対して，

形態的なタグを始め，対話行為に対するタグ付けを

行っており，対話コーパスからのWFSTの学習に利
用する予定である． 

－ 763 －



5.  談話タグ付与  
 収録したデータに対して，WFSTの構築を行える
ように発話行為タグ，意味内容タグの府を行ってい

る．タグを付与する単位は，人手により認定された単

位ではなく，機械的に認定可能な単位である必要があ

る．そこで，話し言葉の節単位認定を目的に開発され

た CBAP[7] を用いて発話の節単位を認定し，タグ付け
の単位とする．発話行為タグの設計には，二つの方針

がある．一つは，タグ付け単位に対して最も適切なタ

グを一つだけ付与するアプローチであり，談話タグワ

ーキンググループの発話内行為タグ[8] や AMI コー
パスの DA タグなどがこれに該当する．もう一つは，
タグ付け単位に対して該当する全てのタグを付与する

アプローチであり，DAMSL や，MRDA[9] などがこ
れに該当する．本研究では，対話の同調性の一つの側

面は発話の多機能性にあると考え，発話の情報をでき

るだけ多く保持しておくために後者のアプローチを採

用する．意味内容タグに対しては，意味を記述しよう

と す る た め に ， Lexical Functional Grammar 
(LFG)[10] や HPSG[11]の枠組みによるアプローチ
も考えられる．しかしながら，発話が本来断片的であ

ることを鑑みると，より頑健な処理を実現するために

は，断片的な表現からその意味クラスを推定できるよ

うな枠組みが望ましいと考えた．そのため，特定の意

味処理の枠組みを前提にせず，文節単位の依存構造(デ
ータ) へ直接意味クラスを付与するアプローチを取る．
意味内容タグのための意味クラスには階層構造を持た

せた．階層構造の最上位には，約 40 のクラスが存在
する．詳細については［12］を参照されたい． 

 
6. まとめ  
本稿では，現在我々がプロトタイプとして開発・

構築している可搬型システム，およびマルチモーダ

ルシステムについて述べた．これらのプロトタイプ

システムは，個別に開発しているのではなく，開発

している対話制御機構が，システムの利用できる多

様な入力情報を統一的に適切に処理できることを示

すとともに，多様なシステムとしての動作を確認し，

様々な入出力情報を利用できるような実験環境を整

えることを目的として開発している． 
また，対話システムを開発するために収録してい

る京都観光案内対話コーパスの概要について述べた．

対面対話が約 50 時間，非対面対話が約 10 時間，
WOZ 形式の対話が 20 時間(ガイドエージェント有:
約 10時間，無:約 10時間)のコーパスとなっている．
さらに，コーパスに付与している対話行為タグ，意

味内容タグについて説明を加えた．今後は，収録コ

ーパスを利用した対話制御機構の開発に置いて，頑

健な対話の実現，および同調的対話を実現するため

の機構の研究開発を行う予定である． 
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